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参入市場でさらなる拡大 
市場は成長鈍化、主要地域で規制強化の流れ 

周辺領域を含めると当社参入市場は拡大余地あり 

先進国 (2～4%)：成熟による需要鈍化、医療費抑制圧力 
新興国 (10～14%)：需要拡大も、価格圧力強まる 
米国：FDA品質システム規制 (QSR) 強化・査察厳格化 
中国：独自規制・基準、流通改革、国内企業育成強化 
      

・カテーテル治療は全身に拡大 
・輸血に加え、治療分野での需要が高まる 
・医療事故・感染防止などセーフティ化のニーズは高い 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　医療機器市場の状況を概観すると　市場成長は鈍化しつつあり、また主要地域では規制強化の動きが出てきています　まず市場ですが、先進国では、市場成熟による需要鈍化と医療費抑制圧力により成長率は2%～4%になっています　新興国では、需要の拡大は継続していますが、価格圧力が強まってきており、成長率も10%-14%になっています　また規制強化の動きですが、米国ではFDA品質システム規制 (QSR)の強化と査察の厳格化が進んでおり、　中国では、独自規制・基準の整備、流通改革、国内企業育成の強化などが進みつつあります　しかし一方、当社の参入市場では、周辺領域を含めるとまだまだ拡大余地があると考えています　心臓血管領域事業では、カテーテル治療が全身に拡大しています　血液システム事業では、輸血に加え、血液治療の分野でも需要が高りつつあります　ホスピタル事業では、医療事故・感染防止など、医療機器のセーフティ化のニーズが高まっています



3/31 

強みを活かせる分野に集中 
当社の強み 

中期方針：持続的かつ収益性のある成長 

・高シェアのベーシックな製品 (基盤製品) と高成長のイノベーティブな 
  製品 (先端製品) を組み合わせた収益モデル 
・ユニークな技術＋外部技術の導入と活用 
 
  

・高シェアの基盤製品の更なる拡大 
                          -  中国・インド・ブラジルの需要増の取り込み (カテーテルアクセス) 
                          -  新製品の導入によるシェア拡大 (輸液システム、成分採血) 
・先端製品の拡大 
        -  脳血管・ペリフェラル領域への先端製品の投入 

・自社＋外部技術の導入で開発スピードを加速 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような事業環境の中、当社は強みを活かせる分野に集中することで中期の計画達成を目指します当社の強みのひとつは、高シェアのベーシックな製品 である基盤製品と高成長のイノベーティブな製品である先端製品を組み合わせた収益モデルですそして、もう一つの強みはユニークな技術を持っていることと、買収による外部技術の導入とその技術の活用に長けているところであると考えていますこのような強みを生かして、本中期計画では、高シェアの基盤製品の更なる拡大として、カテーテルアクセスでの中国・インド・ブラジルの需要増の取り込みや輸液システム、成分採血の新製品投入によるシェア拡大また先端製品の拡大として、カテーテル領域での脳血管・ペリフェラル領域の強化、そして、自社だけでなく、提携による外部技術の導入で開発スピードを加速することにより、持続的かつ収益性のある成長を目指します
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「先端＋基盤」の収益モデルを強化 
先端：イノベーション、高成長/高収益、短いライフサイクル 
  キャッシュ           ブランドイメージ・テクノロジー 

基盤：改善・改良、安定成長/高収益、長いライフサイクル 

FY12 FY16 

先端 

基盤 
75% 

25% 

67% 

33% +18% CAGR  

+6% CAGR  

心
臓
血
管 

先端 
・心臓血管 
・脳血管    
・ペリフェラル 

基盤 ・アクセス  (ガイドワイヤー等) 

血
液
シ
ス
テ
ム 

先端 ・血液自動製剤システム 
・細胞治療システム 

基盤 ・成分採血装置 
・血液バッグ 

ホ
ス
ピ
タ
ル 

先端 ・プレフィルドシリンジ 
・PLAJEX 

基盤 ・輸液関連システム ほか 

売上伸長 

（粗利率：60+ %） 

（粗利率：50%） 

（注）粗利率はFY12実績 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　当社の収益モデルは、イノベーション、高成長/高収益、短いライフサイクルを特徴とする「先端製品」と、改善・改良、安定成長/高収益、長いライフサイクルを特徴とする基盤製品の組み合わせで構成されており、基盤で稼いだキャッシュを先端開発に投資し、先端のブランドイメージ、テクノロジーを基盤にフィードバックする構造になっています　本中計では、粗利率50%の基盤製品をCAGR 6%で成長させ、粗利率が60%以上の先端製品をCAGR18%で成長させる計画としています　先端製品の高い成長率により、中計最終年度のFY16での先端製品の構成比は30%超まで拡大する見込みです
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*642  
*763  

*668  

*850  

626 630 
532 

700 

1,050  

FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 

売上成長持続、営業利益率20%へ回帰 
売上 営業利益 *のれん等償却前 

3,282  

3,867  4,023  

4,600  

FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 

+10% CAGR +16% CAGR 

19.6% 19.6% 16.6% 18.5% 

20.7% 

*1,200 

（注） のれん等償却：のれん代とBCT社買収に伴う無形固定資産の償却 
    為替：FY10-12:実勢レート, FY13・FY16:US$/EUR=95/123 

5,800 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　本中計では、売上成長を持続しつつも、営業利益率を20%まで回帰させることを目標とします　売上高は中計最終年度のFＹ16でＣＡＧＲ10%伸長の5,800億円、のれん代とBCT社買収に伴う無形固定資産の償却を除いた営業利益はＣＡＧR16%伸長の1,200億円を目指します　なお、ＦＹ16ののれん等償却前の営業利益1,200億円は対売上高比率で20.7%となります
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中期計画の目標 

(億円) FY12 
(US/EUR=83/107) 

FY16 
(US/EUR=95/123) 

成長率
(CAGR) 

為替除 
成長率 
(CAGR) 

売上高 4,023 5,800 +10% +8% 

のれん等償却前 
営業利益 

（対売上高） 
668 

（16.6%） 
1,200 
（20.7%） 

+16% +13% 

営業利益 
（対売上高） 

532 
（13.2%） 

1,050 
（18.1%） 

+19% +16% 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　中計の目標とＦＹ12の実績を比較した表になります　なお、為替影響を除いた成長率はそれぞれ、売上高で8%、のれん償却前営業利益で13%、営業利益で16%となります
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42% 

19% 

39% 

心臓血管 
1,697 

ホスピタル 
1,578 

血液システム 
747 

4,023 
億円 

FY12 FY16 

48% 

20% 

32% 
5,800 

億円 

ホスピタル 
1,890 

 

心臓血管 
2,770 

事業別：心臓血管・血液システムが拡大 

事業別売上構成の推移 

血液システム 
1,140 

億円：FY12:US$/EUR=83/107,FY16:US$/EUR=95/123 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　売上高を事業別に見てみると心臓血管と血液システムが拡大する計画になっています　ＦＹ16での心臓血管と血液システム事業の構成比は合計で約7割まで拡大することになります
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事業別：収益性のある成長を実現 

10% 

15% 

20% 

25% 

0% 5% 10% 15% 
売上成長率（CAGR） 

心臓血管 

血液 
システム 

ホスピタル 
営
業
利
益
率 

売上成長率（FY12-16） 
営業利益率（FY16） 

売上成長率（FY08-12） 
営業利益率（FY12） 

（注）売上成長率は為替影響除く、営業利益率はのれん等償却前 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　事業別の売上成長を横軸に、営業利益率を縦軸にとると３事業ともに収益率を改善しながら売上成長を実現する計画になっています　心臓血管事業と血液システム事業はこれまでの売上成長率を維持しながら収益率を改善し、ホスピタル事業は売上成長率と利益率の双方を底上げする計画になります
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46% 

19% 

22% 

4% 
9% 

FY12 FY16 

地域別：海外売上比率の拡大 
地域別売上構成の推移 

億円：FY12:US$/EUR=83/107,FY16:US$/EUR=95/123 

4,023 
億円 

日本 

アジア他 

中国 

米州 

欧州 

39% 

20% 

25% 

7% 
9% 

日本 
CAGR +5% 

欧州 
CAGR +12% 

米州 
CAGR +13% 

中国 
CAGR +22% 

アジア他 
CAGR +10% 

5,800 
億円 

54% 61% 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　地域別の売上構成です　中国は成長を持続し、欧米では先端分野で二桁成長を目指します　ＦＹ16での海外売上高比率は約6割まで拡大する見込みです
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重点戦略 

事業：基盤製品シェア拡大と先端製品の確実なローンチ 

開発：重点領域への集中投資 

生産：アジアへの積極投資による製造コストの低減 

財務：健全な財務基盤と成長投資の両立 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ここからは事業、開発、生産、財務の各重点戦略について説明します
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心臓血管：事業戦略のポイント 

・ペリフェラル領域のフルライン化 
          -ミサゴ＋バルーン（提携品）＋薬剤塗布バルーン（DCB） 
・脳血管領域のフルライン化 
          -マイクロベンション社のスピード開発 
・心臓血管領域でのプレゼンス維持・収益性改善 
          -新DESのローンチ 
・世界最大市場の北米治療領域へ参入 
          -  バルーン (心臓・ペリフェラル)、ステント (ペリフェラル) のローンチ 
 
 
 
 
・アクセスデバイスの拡大 
          -高い製品力とTRIの普及、新興国での販売組織・チャネルの見直し 

先端 

基盤 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　心臓血管の事業戦略です　先端分野では、ペリフェラル領域のフルライン化、脳血管領域のフルライン化、心臓血管領域でのプレゼンス維持・収益性改善及び世界最大市場の北米治療領域へ参入を目指します　また基盤領域では高い製品力とTRIの普及や新興国での販売組織及びチャネルの見直しによりアクセスデバイスの拡大を目指します
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心臓血管：成長分野拡大とTRIソリューション提供 

アクセス／TRI 心臓 

脳 

アブレーション 

ペリフェラル 

成長分野の 
拡大 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　心臓血管領域ではシェアの高いアクセスデバイスを軸として心臓血管から脳血管、ペリフェラルやアブレーションまで成長分野を拡大していきます　このモデルでは、成長分野が拡大すれば基盤製品のアクセス製品も拡大するという相乗効果が見込めます
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心臓血管：ペリフェラル領域のフルライン化 

FY13 

FY15 

ペリフェラル・ステント 
【膝上用】 

薬剤塗布バルーン（DCB） 
(独自コーティング技術による） 

FY16 FY15 

FY14 

FY16 

【膝上用】 
PTAバルーン 

FY14 

FY14 

FY13 

【膝下用】 

(   FY08ローンチ済み) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ペリフェラル領域では、高い製品力を持つミサゴを中心に提携品のバルーンなど外部リソースも活用して早期にフルライン化を進めて行きます　また、独自のコーティング技術を応用した薬剤塗布バルーンの投入も計画しています
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心臓血管：脳血管領域のフルライン化 

血流改変ステント 

FY13 
FY15 
FY16 

コイルアシスト・ステント 
FY13 
FY14 
FY15 

FY13 

オクルージョン・バルーン 

(   FY12ローンチ済み) (   FY12ローンチ済み) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　脳血管領域では、マイクロベンション社の技術力を生かしたスピード開発による早期のフルライン化を進めて行きます　この領域では、血流改変ステント、コイルアシストステント、オクルージョンバルーンなどの製品のローンチを計画しています
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心臓血管：心臓領域のプレゼンス維持 

新DES 
（自社開発） 

FY16 
FY14 

新PTCAバルーン 

FY13 
FY14 

米国向けPTCAバルーン 

FY15 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　心臓血管領域では、新DESやPTCAバルーンを投入することにより、プレゼンスの維持・拡大を目指します　また、世界最大の市場である米国のカテーテル治療領域にPTCAバルーンなどで参入していきます
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心臓血管：カテーテル新領域への拡大 

腎除神経カテーテル 

FY13 

FY15 
亜･南米 FY14 

TRI用腎除神経カテーテル 

FY13 

FY15 
亜･南米 FY14 

肝がんアブレーション 

FY13 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　さらに、カテーテルの新領域の技術導入も行います　主な製品は、腎除神経カテーテル、肝がんアブレーションなどのアブレーションデバイスです　腎除神経カテーテルについては、当社の得意なTRI方式でのアクセスを適用することにより、売り上げ拡大を図ります
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血液システム：事業戦略のポイント 

・全血で製剤化プロセス自動化の市場を確立 
          -  自動化で時短・省力・省スペース・製剤品質均一化を実現 
          -  全世界の製剤化プロセスに対応 
・血漿交換・細胞治療システムの拡大 
          -  高シェア製品COBE Spectra から Optiaへのアップグレード促進 
          -  Optiaのプロトコール開発による適用疾患拡大・治療法多様化への対応 
 
 

・成分採血の需要拡大 
          -  先進国：ドナー減で希少な血液成分供給が逼迫 (採血効率向上の要請) 
          -  新興国：医療インフラ整備で全血採血だけでなく成分採血も導入へ 
 

先端 

基盤 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　血液システムの事業戦略です　先端分野では、全血の製剤化プロセスの自動化、血漿交換・細胞治療システムの拡大を目指します　基盤分野では、成分採血の分野においてドナー数の減少で希少な血液成分供給が逼迫しており、ドナー一人当たりの採血効率の向上が要請されている先進国だけでなく、医療インフラの整備において全血採血だけでなく、成分採血も導入する方向に動いている新興国でも拡大を目指します
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血液システム：輸血・治療で拡大 

治
療 

    血漿中の病原因子を除去 
    自己免疫疾患等の難病に適用 

  （リウマチ､高ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症など） 

適用疾患の拡大 

    血中から必要な細胞を 
    採取して患者に移植 

    （造血幹細胞、樹状細胞など） 

治療法の多様化への対応 

細胞治療 

Optia 

輸
血 

採血 製剤化 病原体低減 

採血効率向上・作業効率向上 製剤安全性向上 

全
血 

成
分 

統合データ管理システム（TOMEs） 

TACSI / 
Reveos 

Mirasol 

Trima 新興国で拡大 

アップグレード 
促進 

血漿交換 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　血液システム事業では、輸血の分野と治療の分野での拡大を目指します　輸血の分野では、現在労働集約的で作業効率が悪い全血採血の製剤化プロセスの領域に製剤自動化システムを投入し、プロセス自動化の市場の確立を目指します　今回、2種類のシステムを投入することにより、全世界の製剤化プロセスに対応することができ、時短・省力・省スペース及び製剤品質の均一化を実現できると考えています　一方、治療の分野では、現在高いシェアを誇るCOBE SpectraからOptiaへのアップグレードを促進していきます　また、Optiaにおいてプロトコール開発を進めることにより、適用疾患の拡大と治療法多様化への対応を目指します
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ホスピタル：事業戦略のポイント 

・ドラッグ＆デバイスの国内外での事業拡大 
          -  国内プレフィルドシリンジ製剤の提携品拡大 
          -  グローバルファーマへのPLAJEX供給開始 
          -  薬剤特性・自己注射に適した針との組み合わせによる差別化 
          -  アセトアミノフェン注射剤の国内初導入 
 

・輸液システム新製品投入による国内シェア拡大 
          -  新型ポンプ・輸液ライン・留置針を投入、システム全体をセーフティ化 
          -  高シェアの輸液ポンプを軸としたシステム導入 
          -  輸液管理をトータルサポート (トレーニング、改善提案) 
 

先端 

基盤 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ホスピタルの事業戦略です　先端分野ではD&D事業の国内外での拡大を目指します　基盤の分野では輸液システムの新製品投入により国内シェアの拡大を目指します
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ホスピタル：PFSビジネスの展開・進化 

グローバルファーマへの 
プレフィラブルシリンジの供給 

プレフィルドシリンジ製剤の 
提携品拡大（品種追加） 展 

開 

国内 海外 

進 

化 

ナノパス技術 

プレフィラブルシリンジ 

テーパー針による高濃度・ 
高粘度薬剤の注入抵抗低減 

 

皮内投与針による 
ワクチン効果の向上 

薬剤特性・自己注射に適した針との組み合わせによる高付加価値化 

※最終仕様は写真と異なる可能性があります。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　D&D事業の拡大では、国内におけるプレフィルドシリンジ製剤の提携品拡大による品種追加と海外におけるグローバルファーマへのプレフィラブルシリンジの供給を目指します　また、プレフィルドシリンジビジネスを更に進化させるため、皮内投与針によるワクチン効果の向上やナノパス型のテーパー針による高濃度・高粘度薬剤の注入抵抗低減など、薬剤特性や自己注射に適した針との組み合わせによる高付加価値化を追求していきます
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新興国戦略 

・現地法人化：現地人トップ採用と自社販売部隊の強化 
・カテーテルの更なる拡大 

中国 

インド 

・流通改革・ダイレクトマーケティングへの転換 
・AngioCare社の腎アブレーションのグローバル展開 
・生産：人件費上昇に対応した自動化によるコストダウン 

・カテーテルの直販化 
・ペリフェラル領域参入、TRIの普及促進 
・現地生産の継続検討 

ブラジル 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上原さん



22/31 

45% 

10% 
17% 

8% 

19% 
28% 

20% 17% 

13% 

22% 

開発：機能強化・集中投資 
・プロジェクト管理機能の強化 
・海外開発の拡大・外部リソースの活用 
・カテーテル領域への集中投資 

FY12 
対売上比率：6.7% 

FY16  
対売上比率：7.2% 

271 
億円 

カテーテル 

ホスピタル 

血液システム CV 

共通 
カテーテル 

ホスピタル 

血液システム 

CV 

共通 

研究開発費の事業別構成比率 

420 
億円 

為替：FY12:US$/EUR=83/107,FY16:US$/EUR=95/123 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　開発戦略では開発機能の強化と重点分野への集中投資を行うことによりパイプラインの確実なローンチを目指します　具体的には、プロジェクト管理機能の強化や海外開発の拡大、提携等による外部リソースの活用を積極的に進めることにより、R&D機能の強化を図ります　また、研究開発費をカテーテル領域に集中投資することにより、同領域の新製品を確実にローンチさせていきます
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・アジアへの積極投資と生産センター化 
                   -  増産対応・生産移管：フィリピン、ベトナム (カテーテル移管) 
                   -  血液システムのベトナム新工場建設 
 
・製造コスト低減効果：粗利率 約3ポイント以上（FY16） 
                   -  薬価公定価改定（2回）・価格下落の大半を吸収 
  
     
・海外生産比率：40%（FY12） ⇒ 50+％（FY16） 
 
 
・国内工場はコア部材供給を拡大  
                   -  山口工場の新設（BCP対応） 

生産：アジアへの投資による製造コスト低減 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　生産戦略では、アジアへの積極的な投資による製造コストの低減を目指します　現在、増産対応や生産移管のため、既存のフィリピン、ベトナム工場の拡張を行うとともに、血液システムの新工場をベトナムに建設するなど、アジアへの積極投資を進めています　これらの投資の効果として、FY16には粗利率が約3ポイント以上改善する見込みです　これらの改善により、本中計期間中の2回の薬価公定価改定や価格下落の影響の大半を吸収できると見込んでいます　また、これらの投資により、海外生産比率はFY12の40%からFY16には50%超にまで増加する見通しです　なお、国内工場はBCP対応として山口県に新工場を建設することにより、コア部材の供給を拡大する予定です
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財務：健全な財務基盤と成長投資の両立 
・資本効率性の改善 ⇒ ROE：中長期的に12%以上 
・安定的な株主還元   ⇒ 配当性向：中長期的に30% 
・成長投資・財務改善・株主還元のバランス 
 FY13-16累計キャッシュ配分イメージ FY13-16 投資額と償却費の推移 

配当 (約500億円) 
配当性向30%目標 

借入返済 
(約1,000億円) 

投資計画 
(約1,600億円) 

営業CF 
3,200億円 

投資額と償却費のギャップは 
FY13以降ピークアウト 

330 

190 

FY12 FY14 FY16 

〔億円〕 投資額 

償却費 

（注）のれん等償却費を除く、為替：US$/EUR=95/123 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
財務戦略では、健全な財務基盤と成長投資の両立を目指しますまず、資本効率性の改善として、ROEを中長期的に12%以上にすることを目指しますまた、安定的な株主還元として、配当性向を中長期的に30%にすることを目指しますそして、成長投資・財務改善・株主還元の３つをバランス良く実施していきます中計期間中の営業CFの配分イメージは左の図の通りです中計期間中に創出する3,200億円の営業CFのうち、約1,600億円を投資計画に、約1,000億円を借入返済に、そして約500億円を配当に配分する予定ですなお、右の図にあるように設備投資はFY13がピークになると計画しています
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次期中期へ向けた仕込み 

心臓血管 
・ペリフェラル領域：ミサゴDES化 

・ニューロ領域：血栓除去デバイス 

・心臓領域：生体分解性ステント、IVUS/OFDI 
 

血液システム 
・病原体低減装置 (Mirasol)のグローバル展開 

・データ一元管理システムによる全プロセスの品質向上・効率化支援 

ホスピタル 
・プレフィラブルシリンジのグローバル展開の本格化 
・ 一般輸液のコスト競争力強化 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　最後に次期中期へ向けた仕込みについてです　心臓血管領域では、ペリフェラル領域のパイプライン開発としてミサゴDES化、　ニューロ領域における血栓除去デバイスの投入による虚血性脳梗塞領域への参入、　そして、心臓領域における生体分解性ステント、新型画像診断装置 の投入によるプレゼンスの維持・拡大に向けた準備を進めてまいります　血液システム事業では、病原体低減装置Mirasolのグローバル展開や統合データ管理システムのトムスによる採血から製剤化の全プロセスの品質向上及び効率化支援に向けた準備を進めてまいります　そして、ホスピタル事業ではプレフィラブルシリンジのグローバル展開の本格化に向けた準備を進めてまいります
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  参考資料 
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開発パイプライン：心臓血管 ① 

領域 製品 FY13 FY14 FY15 FY16 

ペリフェラル 

バルーン（膝上） 

ステント（膝上）  

バルーン（膝下）  

ステント（膝下） 

薬剤塗布バルーン 

薬剤溶出型ステント 

脳 

コイルアシスト・ステント 

血流改変ステント 

オクルージョン・バルーン 

FY17以降 
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領域 製品 FY13 FY14 FY15 FY16 

心臓 

新DES（自社開発） 

新PTCAバルーン 

OFDI（血管内画像診断装置） 

TRI用細物シース 

米国向けPTCAバルーン 

生体分解性ステント 

アブレーション 

腎除神経カテーテル 

TRI用腎除神経カテーテル 

開発パイプライン：心臓血管 ② 

FY17以降 

アジア 

アジア 

南米 

南米 
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開発パイプライン：血液システム 

領域 製品 FY13 FY14 FY15 FY16 

血液 
システム 

 

自動血液製剤システム（PRP法） 

自動血液製剤システム（BC法） 

成分採血装置（血漿採血対応） 

統合データ管理システム（TACSI対応） 

細胞治療用装置（骨髄幹細胞対応） 

細胞治療用装置（顆粒球､骨髄幹細胞） 
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領域 製品 FY13 FY14 FY15 FY16 

D&D 

プレフィラブルシリンジ（PLAJEX） 

アセトアミノフェン 

プレフィルドシリンジ製剤（皮内針型） 

輸液 
システム 

閉鎖式輸液ライン 

安全機構付き静脈留置針 

高機能輸液・シリンジポンプ 

開発パイプライン：ホスピタル 

アジア 

グロー
バル 

アジア 
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おことわり 

テルモの開示資料に記載されている業績見通し等
の将来に関する記述は、当社が現在入手している
情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、当社としてその実現を約束する趣旨の
ものではありません。様々な要因により、実際の業
績等が変動する可能性があることをご承知おきくだ
さい。実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、
テルモの事業領域を取り巻く経済情勢、為替レート
の変動、競争状況などがあります。 
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質疑応答 
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